
〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　 　です。0円
いつでも
ATM

入出金手数料 0
ATM振込の
本支店間
振込手数料 0

円

円

店舗のご案内

長浜信用金庫の概要

発行/令和3年11月　長浜信用金庫　経営企画部
〒526-8686　滋賀県長浜市元浜町3番3号　TEL（0749）65-7613 
〈ながしん〉のホームページ　https://www.nagashin.co.jp

本店営業部
市立長浜病院出張所
三ツ矢支店
七条支店
南支店
神照支店
宮司支店
やわた中山支店

（0749）63-3321
（0749）65-7755
（0749）62-6070
（0749）62-7221
（0749）63-9555
（0749）63-3833
（0749）64-1200
（0749）65-1211

長浜市元浜町3番3号
長浜市大戌亥町313番地
長浜市三ツ矢元町8番26号
長浜市七条町447番地の１
長浜市平方町892番地の３
長浜市神照町696番地の３
長浜市宮司町913番地１
長浜市八幡中山町146番地

木之本支店
高月支店
びわ支店
浅井支店

米原支店
醒井支店
近江支店

（0749）82-3424
（0749）85-4141
（0749）72-2111
（0749）74-1131

（0749）52-3131
（0749）54-1066
（0749）52-8181

長浜市木之本町木之本1557番地
長浜市高月町高月598番地
長浜市曽根町1284番地1
長浜市内保町732番地1

米原市下多良1丁目100番地
米原市醒井560番地
米原市宇賀野21番地14

〒526-8686
滋賀県長浜市元浜町3番3号
TEL （0749）63-3321
1923年（大正12年）10月11日
田邊　　功

／

／
／

会 員 数
出 資 金
預 金 積 金
貸 出 金
店 舗 数
常勤役職員

所 在 地

創 　 業
理 事 長

11,931人
786百万円
3,675億円
1,370億円
１５店舗
212人

／
／
／
／
／
／

滋賀どこでもATMネット
当金庫は滋賀県内6金融機関相互のＡＴＭ
利用手数料を無料とするサービス「滋賀どこ
でもＡＴＭネット」に参加しています。この「滋
賀どこでもATMネット」では、各金融機関の
お客さまがお手持ちのキャッシュカードで6
金融機関のATMが、平日8：45～18：00の間、
ご利用手数料が無料でご利用いただけます。

滋 賀 銀 行

湖 東 信 用 金 庫

滋賀中央信用金庫

滋賀県民信用組合

長 浜 信 用 金 庫

滋賀県信用組合

（令和3年9月30日現在）

▲〈ながしん〉公式LINEアカウント

しんきんの通帳なら、
全国の提携しんきんATMで
通帳記帳取引が
ご利用いただけます。

提携外のしんきんATMでは通帳記帳取引はご利用いただけません。
なお、Hi-Co通帳の場合、提携先のATMで記帳できない場合があります。
詳しくは窓口にお問い合わせください。

ATMのご案内トピックス

〈ながしん〉について 

しんきんATMゼロネットサービス

●ゼロネットサービスタイム               
　（全国共通ＡＴＭご利用手数料無料時間帯）

平 　 日
土 　 曜

の入出金
の出金

8:45 ～ 18:00
9:00 ～ 14:00

上記以外の時間帯および日曜・祝休日のATM利用には所定の手数料が
必要です。
本サービスをご利用いただけないしんきんＡＴＭが一部ございます。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00の時間帯はメンテナンスのためご利用
　いただけません。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00、毎週日曜日22:00～翌日7:00の時間
　帯はメンテナンスのためご利用いただけません。

全国のローソンに設置されて
いるローソン銀行のATMで、
当金庫のキャッシュカードが
平日8：45～18：00の間、ご利用
手数料が無料でご利用いただ
けます。

全国のセブン-イレブン、イトー
ヨーカドーに設置されている
セブン銀行ATMで、当金庫
のキャッシュカードがご利用
いただけます。

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

平日
土曜日
日曜日
祝日

無料110円

8時 18時 22時 24時8時45分0時

110円
110円
110円

110円

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

110円

22時8時0時

110円
110円

平日
土曜日
日曜日

営業店ATMコーナーご利用時間

店外ATMコーナー（※共同ＡＴＭコーナー）ご利用時間

長浜市

米原市

 長浜市役所
 フタバヤ長浜店
 長浜楽市
 アル･プラザ長浜
 イオン長浜ショッピングセンター
 長浜市役所湖北支所
 きたのキャンス
 長浜市役所余呉支所前
 米原市役所山東庁舎

  8:00 ～ 19:00  
  9:00 ～ 20:00  
  7:00 ～ 23:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
  8:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 20:00  
8:00 ～ 20:00
  8:45 ～ 20:00  

   － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00  

 

    － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00

 

設 置 場 所 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

※共同ＡＴＭコーナーではカードによるお引出し、残高照会のみご利用いただけます。

※

8:00 ～ 21:00
            －   

8:00 ～ 21:00
8:30 ～ 18:00

8:00 ～ 21:00
            －   

店 舗 名 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

市立長浜病院出張所
各店舗

ローソン銀行

セブン銀行

しんきんのキャッシュカード
なら、全国のしんきんATMで
ご利用手数料が無料でご利用
いただけます。

［令和3年4月1日～9月30日］

当金庫は11月1日より手数料の一部見直しを行い、

さらに、法人インターネットバンキングでデータ伝送サービスを
ご利用いただく際の基本手数料も月額1,100円に引下げました。

インターネットバンキングの
振込手数料を引下げました！

手数料一覧は　
こちらから▶

165円
220円

無　料

5万円未満

5万円以上

振込金額 振込手数料

330円
550円

無　料

3万円未満
3万円以上

振込先 振込金額 振込手数料

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

◆その他の振込手数料

110円
220円
605円
770円

385円
605円

220円
330円
110円
220円
605円
770円
605円
770円

220円
330円

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

無 料

無 料

55円

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

依頼書によるご依頼

ＦＤによるご依頼

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

現 金

窓口でのお振込み

ＡＴＭでのお振込み

総合振込

自動振込

キャッシュカード

振込金額 振込手数料振込先

※朱書きの料金ついては引下げを行った振込手数料です



地域金融の担い手として与えられた社会的使
命と役割に誇りを持ち、地域と地域の人々との
共感と信頼を大切に、健全経営のもと活力あ
る長浜信用金庫を目指す。

基本理念

経営理念

※計数は令和3年9月末現在です。

有価証券や預け金による運用も行っています。
有価証券 213,284百万円
預け金      70,835百万円

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

貸出金
②137,073 百万円

（預貸率 37.29% ②/①）出資金
786 百万円
預金積金

①367,584 百万円

地域のお客さま会員の皆さま
（会員数 11,931人）

常勤役職員
店舗数
店外ATM

212人
15店舗
9台

〈ながしん〉

債券市場 ・ 株式市場 ・ 信金中金 等

業務純益
経常利益
当期純利益
自己資本比率

1,835百万円
1,982百万円
1,435百万円

17.61%

令和3年度上期事業の概況
（令和3年4月1日～9月30日）

預金残高

367,584百万円
　個人のお客さまを中心に、科目別で
は定期預金を主体として、ご預金をお
預けいただいています。

貸出金残高

137,073百万円
　地元のお客さまからお預かりした大
切なご預金は、地元のお客さまの様々
なニーズにお応えして、幅広い業種で
ご利用いただいています。

　給与・年金振込、金利優遇定期預金
を中心に個人向け取引が堅調に推移
し、令和3年9月末の預金残高は、令和
3年3月末比26,760百万円7.85％の
増加となりました。

　コロナ対策資金による資金繰り支
援に取り組むとともに、消費者ローン
においても職域サポートローンを中
心に増加が図れ、令和3年9月末の貸
出金残高は、令和3年3月末比2,110
百万円1.56％の増加となりました。

令和3年度上期〈ながしん〉の現況について （令和3年4月1日～9月30日）

【貸出金の業種別残高内訳】

■ 個人（住宅・消費・納税資金等）
　 　　　　 　 （21.9%）

■ 地方公共団体（14.2%）

■ 金融業・保険業（24.5%）

29,963百万円

19,515百万円

33,551百万円

■ 製造業（7.1%）

■ 建設業（7.9%）

■ 運輸業・郵便業（3.0％）

■ 卸売業・小売業（4.7%）

■ 不動産業（8.8%）

■ サービス業（7.3%）

■ その他（0.5％）

9,715百万円

10,777百万円

4,160百万円

6,468百万円

12,109百万円

10,112百万円

694百万円

■ 定期預金（66.7％）

■ 定期積金（2.1％）

■ 当座預金（1.0％）

■ 普通預金（29.7％）

■ 貯蓄預金（0.2％）

■ 通知預金（0.0％）

■ 別段・納税準備預金（0.4％）

245,012百万円

7,657百万円

3,606 百万円

109,249百万円

579百万円

0百万円

1,480百万円

■ 個人（75.0％）

■ 金融機関（0.0％）

■ 公金（11.3％）

■ 法人（13.7％）

275,681百万円

66百万円

41,511百万円

50,325百万円

【預金の人格別残高内訳】 【預金の科目別残高内訳】

= ①自己資本の額（ハ） （34,651百万円）
②リスク･アセット等の額の合計額（ニ） （196,735百万円）

自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項
において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫
および信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本
の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成
18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。
なお、当金庫は国内基準を採用しております。
また、信用リスク・アセットの額の算出にあたり標準的手法を、
オペレーショナル・リスク相当額の算出については基礎的手法
を採用しております。

（注）

①自己資本の額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

②リスク･アセット等の額の合計額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目 
　　普通出資または非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 
　　コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
　　コア資本に係る基礎項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （イ）
コア資本に係る調整項目  
　　無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く）の額の合計額
　　前払年金費用の額
　　コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （ロ）
自己資本
　　自己資本の額 （（イ）－（ロ））　　　　　　　　　　　　　　　　   （ハ）

リスク・アセット等    
　　信用リスク・アセットの額の合計額
　　オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８％で除して得た額
　　リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　　　　　　　　　 （ニ）

17.61％
令和3年9月末 自己資本比率

　毎期安定した利益計上により令和3年９月末の
自己資本の額は34,651百万円となりました。

自己資本比率
（国内基準4％）

自己資本の額

【自己資本の額および自己資本比率の推移】
項　目 令和2年9月末 令和3年9月末

17.31

32,252

令和3年3月末

17.44

33,256

17.61

34,651

（単位：％、百万円）

34,651百万円
令和3年9月末 自己資本の額

187,876
8,858

196,735

33,957
863

34,820

57
112
169

34,651

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

非上場株式
組合出資金

【有価証券の時価情報】
①満期保有目的の債券 ②その他有価証券

③時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

貸借対照表
計上額 取得原価種　類 差　額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

合　計

合　計

（単位：百万円）

債　券

その他
小　計

社　債

貸借対照表
計上額 時　価種　類 差　額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

債　券

その他
小　計

社　債

合　計

有価証券残高 213,284百万円 　お客さまからお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。
有価証券の運用については、安全かつ効率的な運用に努めています。

その他有価証券には、組込デリバティブを区分して測定できない複合金融商品が含ま
れており、一部の銘柄については評価差額を損益に計上しています。

（注）

2,000
2,000
6,510
8,510

－
－

3,500
3,500
12,010

2,236
2,236
6,897
9,133

－
－

3,433
3,433
12,566

236
236
386
622
－
－

△ 66
△ 66
556

35
51,154
21,433
2,559
27,160
73,327
124,517

12
7,989
5,126
372
2,490
68,696
76,698
201,215

29
48,688
19,734
2,536
26,416
68,824
117,542

14
8,018
5,145
373
2,500
72,223
80,257
197,799

5 
2,465 
1,698 
22 
744 
4,503 
6,974 
△ 2
△ 29
△ 19
△0
△ 9

△ 3,527
△ 3,558
3,41557

0
57

※その他の資産にかかる損失引当金（令和3年9月末残高8百万円）は含んでおりません。

【リスク管理債権およびその保全状況】

【貸倒引当金の期末残高および期中の増減額】

破綻先債権
延滞債権
3か月以上延滞債権
貸出条件緩和債権
リスク管理債権（ア+イ+ウ+エ）
上記以外の貸出金
貸出金合計（オ＋カ）

貸倒引当金
保全率
い／あ

未保全額
あ－い担保・保証額

債権額
あ

債権の区分 保全額
い

0
1,898
̶

1,591
3,490

100.00%
87.81%

̶
73.64%
82.53%

24
2,436
̶
605
3,066

0
601
̶
786
1,387

（単位：百万円）

24
4,335
̶

2,196
6,557

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

24
4,936
̶

2,982
7,944

129,129
137,073

その他（△） 期末残高目的使用（△）
期首残高 当期増加額

当期減少額
（単位：百万円）（令和3年4月1日～9月30日）

一般貸倒引当金
個別貸倒引当金※
合　計

863
4

867

877
2,581
3,458

863
2,463
3,326

̶
̶
̶

877
122
999

破産更生債権および
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
不良債権合計（A+B+C）
正常債権
債権合計（D＋E）

貸倒引当金
保全率
b／a

未保全額
a－b担保・保証額

債権額
a

債権の区分 保全額
b

（単位：百万円）

B
C
D
E

A 882

3,479
2,196
6,558

355
  1,543

1,591
3,490

527

1,935
605
3,068

0

601
786
1,387

100.00%

85.26%
73.64%
82.53%

882

4,080
2,982
7,946

129,727
137,673

　貸出金をはじめとする債権は、金融機関の資産の中で最も大きなウェイトを占めるとともに、収益の大きな柱でもあるため、債権の状況(元本や利息が
正常に支払われているかなど)は、金融機関の健全性の中でも重要なものです。当金庫では、皆さまに安心してお取引いただくために、経営体質の強化を
図るべく、厳格な自己査定基準および償却・引当基準を定め、これに基づいた適正な引当処理を行い、資産の健全性確保に万全を期しています。

経営方針

　令和3年9月末の自己資本比率は、国
内基準（4％）の4倍を上回る17.61％と
なり、経営の健全性・安全性を十分に確保
することができました。これからも、事業
計画の推進を通じた利益の積み上げによ
り自己資本の充実に努めてまいります。

自己資本の状況 （令和3年9月30日現在）

不良債権の状況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年4月1日～9月30日）

有価証券の状況 （令和3年9月30日現在）

1.経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に
健全経営に徹し地域金融機関としての信用
を昂める。

1.財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、
地域と地域の人々の繁栄に寄与する。

1.職員の資質向上をはかるとともに、職員およ
び家族の繁栄に努める。

不良債権  7,946

保全額  6,558

未保全額に対する自己資本の額  34,651 

未保全額
1,387

自己資本の額　34,651 自己資本の額　34,651 

破産更生
債権等 882
破産更生
債権等 882 危険債権 4,080危険債権 4,080 要管理債権 2,982要管理債権 2,982

担保･保証 3,490担保･保証 3,490 貸倒引当金 3,068貸倒引当金 3,068
未保全額1,387百万円に
対して、自己資本の額が
34,651百万円あり、万が
一への備えは万全です。

不良債権は、担保・保証
等や貸倒引当金により
82.53%が保全されてい
ます。

（単位：百万円）不良債権 7,946

正常債権 129,727

債権合計
137,673 

　信用金庫法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のみを対象として、自己査定により
左記のとおり判定した4つの債権の総称です。リス
ク管理債権の大部分は担保・保証や貸倒引当金によ
り保全されています。

リスク管理債権とは？？

　金融再生法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のほか、債務保証見返、仮払金およ
び未収利息等全ての債権を対象として、その債権全
体を自己査定によって、左記の4つの債権に区分し
て開示したものです。

金融再生法開示債権とは？？

【金融再生法開示債権およびその保全状況】

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

【業務純益･コア業務純益･経常利益･当期純利益の推移】

　厳しい環境下ではありましたが、資金運用収益、その他業務収益の増加
および経費削減に努めたことから、経常利益は1,982百万円、当期純利益
は1,435百万円となりました。　おかげさまで、毎期安定した利益を計上しています。

当期純利益 1,435百万円

業務純益 

（単位：百万円）

※貸出金や預金などの信用金庫の本来業務による利益です。
1,835百万円

実質業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額を差し引いたものです。

1,835百万円

コア業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額と国債等債券損益等の一
時的変動要因を差し引いた、本来業務における基礎的利益です。

1,542百万円

コア業務純益  
※コア業務純益から投資信託解約損益を差し引いたものです。

1,537百万円

経常利益 
※本来業務による収益に、本業以外の普段活動による損益（臨時
損益）を加減した利益です。

1,982百万円

当期純利益 
※経常利益に特別損益を加減し、法人税等の税金を差し引いた
利益です。

1,435百万円

（投資信託解約損益を除く）

0 1,000 1,500 2,000 2,500500

1,276 

2,584 

1,300 

2,614 

1,242 

2,591 

1,177 
2,602 

857

1,888 

1,276 
2,633 

1,835 

1,835 

1,542 

1,537 

1,982 

1,435 

ながしん



地域金融の担い手として与えられた社会的使
命と役割に誇りを持ち、地域と地域の人々との
共感と信頼を大切に、健全経営のもと活力あ
る長浜信用金庫を目指す。

基本理念

経営理念

※計数は令和3年9月末現在です。

有価証券や預け金による運用も行っています。
有価証券 213,284百万円
預け金      70,835百万円

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

貸出金
②137,073 百万円

（預貸率 37.29% ②/①）出資金
786 百万円
預金積金

①367,584 百万円

地域のお客さま会員の皆さま
（会員数 11,931人）

常勤役職員
店舗数
店外ATM

212人
15店舗
9台

〈ながしん〉

債券市場 ・ 株式市場 ・ 信金中金 等

業務純益
経常利益
当期純利益
自己資本比率

1,835百万円
1,982百万円
1,435百万円

17.61%

令和3年度上期事業の概況
（令和3年4月1日～9月30日）

預金残高

367,584百万円
　個人のお客さまを中心に、科目別で
は定期預金を主体として、ご預金をお
預けいただいています。

貸出金残高

137,073百万円
　地元のお客さまからお預かりした大
切なご預金は、地元のお客さまの様々
なニーズにお応えして、幅広い業種で
ご利用いただいています。

　給与・年金振込、金利優遇定期預金
を中心に個人向け取引が堅調に推移
し、令和3年9月末の預金残高は、令和
3年3月末比26,760百万円7.85％の
増加となりました。

　コロナ対策資金による資金繰り支
援に取り組むとともに、消費者ローン
においても職域サポートローンを中
心に増加が図れ、令和3年9月末の貸
出金残高は、令和3年3月末比2,110
百万円1.56％の増加となりました。

令和3年度上期〈ながしん〉の現況について （令和3年4月1日～9月30日）

【貸出金の業種別残高内訳】

■ 個人（住宅・消費・納税資金等）
　 　　　　 　 （21.9%）

■ 地方公共団体（14.2%）

■ 金融業・保険業（24.5%）

29,963百万円

19,515百万円

33,551百万円

■ 製造業（7.1%）

■ 建設業（7.9%）

■ 運輸業・郵便業（3.0％）

■ 卸売業・小売業（4.7%）

■ 不動産業（8.8%）

■ サービス業（7.3%）

■ その他（0.5％）

9,715百万円

10,777百万円

4,160百万円

6,468百万円

12,109百万円

10,112百万円

694百万円

■ 定期預金（66.7％）

■ 定期積金（2.1％）

■ 当座預金（1.0％）

■ 普通預金（29.7％）

■ 貯蓄預金（0.2％）

■ 通知預金（0.0％）

■ 別段・納税準備預金（0.4％）

245,012百万円

7,657百万円

3,606 百万円

109,249百万円

579百万円

0百万円

1,480百万円

■ 個人（75.0％）

■ 金融機関（0.0％）

■ 公金（11.3％）

■ 法人（13.7％）

275,681百万円

66百万円

41,511百万円

50,325百万円

【預金の人格別残高内訳】 【預金の科目別残高内訳】

= ①自己資本の額（ハ） （34,651百万円）
②リスク･アセット等の額の合計額（ニ） （196,735百万円）

自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項
において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫
および信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本
の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成
18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。
なお、当金庫は国内基準を採用しております。
また、信用リスク・アセットの額の算出にあたり標準的手法を、
オペレーショナル・リスク相当額の算出については基礎的手法
を採用しております。

（注）

①自己資本の額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

②リスク･アセット等の額の合計額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目 
　　普通出資または非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 
　　コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
　　コア資本に係る基礎項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （イ）
コア資本に係る調整項目  
　　無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く）の額の合計額
　　前払年金費用の額
　　コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （ロ）
自己資本
　　自己資本の額 （（イ）－（ロ））　　　　　　　　　　　　　　　　   （ハ）

リスク・アセット等    
　　信用リスク・アセットの額の合計額
　　オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８％で除して得た額
　　リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　　　　　　　　　 （ニ）

17.61％
令和3年9月末 自己資本比率

　毎期安定した利益計上により令和3年９月末の
自己資本の額は34,651百万円となりました。

自己資本比率
（国内基準4％）

自己資本の額

【自己資本の額および自己資本比率の推移】
項　目 令和2年9月末 令和3年9月末

17.31

32,252

令和3年3月末

17.44

33,256

17.61

34,651

（単位：％、百万円）

34,651百万円
令和3年9月末 自己資本の額

187,876
8,858

196,735

33,957
863

34,820

57
112
169

34,651

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

非上場株式
組合出資金

【有価証券の時価情報】
①満期保有目的の債券 ②その他有価証券

③時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

貸借対照表
計上額 取得原価種　類 差　額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

合　計

合　計

（単位：百万円）

債　券

その他
小　計

社　債

貸借対照表
計上額 時　価種　類 差　額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

債　券

その他
小　計

社　債

合　計

有価証券残高 213,284百万円 　お客さまからお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。
有価証券の運用については、安全かつ効率的な運用に努めています。

その他有価証券には、組込デリバティブを区分して測定できない複合金融商品が含ま
れており、一部の銘柄については評価差額を損益に計上しています。

（注）

2,000
2,000
6,510
8,510

－
－

3,500
3,500
12,010

2,236
2,236
6,897
9,133

－
－

3,433
3,433
12,566

236
236
386
622
－
－

△ 66
△ 66
556

35
51,154
21,433
2,559
27,160
73,327
124,517

12
7,989
5,126
372
2,490
68,696
76,698
201,215

29
48,688
19,734
2,536
26,416
68,824
117,542

14
8,018
5,145
373
2,500
72,223
80,257
197,799

5 
2,465 
1,698 
22 
744 
4,503 
6,974 
△ 2
△ 29
△ 19
△0
△ 9

△ 3,527
△ 3,558
3,41557

0
57

※その他の資産にかかる損失引当金（令和3年9月末残高8百万円）は含んでおりません。

【リスク管理債権およびその保全状況】

【貸倒引当金の期末残高および期中の増減額】

破綻先債権
延滞債権
3か月以上延滞債権
貸出条件緩和債権
リスク管理債権（ア+イ+ウ+エ）
上記以外の貸出金
貸出金合計（オ＋カ）

貸倒引当金
保全率
い／あ

未保全額
あ－い担保・保証額

債権額
あ

債権の区分 保全額
い

0
1,898
̶

1,591
3,490

100.00%
87.81%

̶
73.64%
82.53%

24
2,436
̶
605
3,066

0
601
̶
786
1,387

（単位：百万円）

24
4,335
̶

2,196
6,557

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

24
4,936
̶

2,982
7,944

129,129
137,073

その他（△） 期末残高目的使用（△）
期首残高 当期増加額

当期減少額
（単位：百万円）（令和3年4月1日～9月30日）

一般貸倒引当金
個別貸倒引当金※
合　計

863
4

867

877
2,581
3,458

863
2,463
3,326

̶
̶
̶

877
122
999

破産更生債権および
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
不良債権合計（A+B+C）
正常債権
債権合計（D＋E）

貸倒引当金
保全率
b／a

未保全額
a－b担保・保証額

債権額
a

債権の区分 保全額
b

（単位：百万円）

B
C
D
E

A 882

3,479
2,196
6,558

355
  1,543

1,591
3,490

527

1,935
605
3,068

0

601
786
1,387

100.00%

85.26%
73.64%
82.53%

882

4,080
2,982
7,946

129,727
137,673

　貸出金をはじめとする債権は、金融機関の資産の中で最も大きなウェイトを占めるとともに、収益の大きな柱でもあるため、債権の状況(元本や利息が
正常に支払われているかなど)は、金融機関の健全性の中でも重要なものです。当金庫では、皆さまに安心してお取引いただくために、経営体質の強化を
図るべく、厳格な自己査定基準および償却・引当基準を定め、これに基づいた適正な引当処理を行い、資産の健全性確保に万全を期しています。

経営方針

　令和3年9月末の自己資本比率は、国
内基準（4％）の4倍を上回る17.61％と
なり、経営の健全性・安全性を十分に確保
することができました。これからも、事業
計画の推進を通じた利益の積み上げによ
り自己資本の充実に努めてまいります。

自己資本の状況 （令和3年9月30日現在）

不良債権の状況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年4月1日～9月30日）

有価証券の状況 （令和3年9月30日現在）

1.経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に
健全経営に徹し地域金融機関としての信用
を昂める。

1.財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、
地域と地域の人々の繁栄に寄与する。

1.職員の資質向上をはかるとともに、職員およ
び家族の繁栄に努める。

不良債権  7,946

保全額  6,558

未保全額に対する自己資本の額  34,651 

未保全額
1,387

自己資本の額　34,651 自己資本の額　34,651 

破産更生
債権等 882
破産更生
債権等 882 危険債権 4,080危険債権 4,080 要管理債権 2,982要管理債権 2,982

担保･保証 3,490担保･保証 3,490 貸倒引当金 3,068貸倒引当金 3,068
未保全額1,387百万円に
対して、自己資本の額が
34,651百万円あり、万が
一への備えは万全です。

不良債権は、担保・保証
等や貸倒引当金により
82.53%が保全されてい
ます。

（単位：百万円）不良債権 7,946

正常債権 129,727

債権合計
137,673 

　信用金庫法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のみを対象として、自己査定により
左記のとおり判定した4つの債権の総称です。リス
ク管理債権の大部分は担保・保証や貸倒引当金によ
り保全されています。

リスク管理債権とは？？

　金融再生法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のほか、債務保証見返、仮払金およ
び未収利息等全ての債権を対象として、その債権全
体を自己査定によって、左記の4つの債権に区分し
て開示したものです。

金融再生法開示債権とは？？

【金融再生法開示債権およびその保全状況】

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

【業務純益･コア業務純益･経常利益･当期純利益の推移】

　厳しい環境下ではありましたが、資金運用収益、その他業務収益の増加
および経費削減に努めたことから、経常利益は1,982百万円、当期純利益
は1,435百万円となりました。　おかげさまで、毎期安定した利益を計上しています。

当期純利益 1,435百万円

業務純益 

（単位：百万円）

※貸出金や預金などの信用金庫の本来業務による利益です。
1,835百万円

実質業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額を差し引いたものです。

1,835百万円

コア業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額と国債等債券損益等の一
時的変動要因を差し引いた、本来業務における基礎的利益です。

1,542百万円

コア業務純益  
※コア業務純益から投資信託解約損益を差し引いたものです。

1,537百万円

経常利益 
※本来業務による収益に、本業以外の普段活動による損益（臨時
損益）を加減した利益です。

1,982百万円

当期純利益 
※経常利益に特別損益を加減し、法人税等の税金を差し引いた
利益です。

1,435百万円

（投資信託解約損益を除く）

0 1,000 1,500 2,000 2,500500

1,276 

2,584 

1,300 

2,614 

1,242 

2,591 

1,177 
2,602 

857

1,888 

1,276 
2,633 

1,835 

1,835 

1,542 

1,537 

1,982 

1,435 

ながしん



地域金融の担い手として与えられた社会的使
命と役割に誇りを持ち、地域と地域の人々との
共感と信頼を大切に、健全経営のもと活力あ
る長浜信用金庫を目指す。

基本理念

経営理念

※計数は令和3年9月末現在です。

有価証券や預け金による運用も行っています。
有価証券 213,284百万円
預け金      70,835百万円

お取引先への支援等
文化的・社会的貢献活動

貸出金
②137,073 百万円

（預貸率 37.29% ②/①）出資金
786 百万円
預金積金

①367,584 百万円

地域のお客さま会員の皆さま
（会員数 11,931人）

常勤役職員
店舗数
店外ATM

212人
15店舗
9台

〈ながしん〉

債券市場 ・ 株式市場 ・ 信金中金 等

業務純益
経常利益
当期純利益
自己資本比率

1,835百万円
1,982百万円
1,435百万円

17.61%

令和3年度上期事業の概況
（令和3年4月1日～9月30日）

預金残高

367,584百万円
　個人のお客さまを中心に、科目別で
は定期預金を主体として、ご預金をお
預けいただいています。

貸出金残高

137,073百万円
　地元のお客さまからお預かりした大
切なご預金は、地元のお客さまの様々
なニーズにお応えして、幅広い業種で
ご利用いただいています。

　給与・年金振込、金利優遇定期預金
を中心に個人向け取引が堅調に推移
し、令和3年9月末の預金残高は、令和
3年3月末比26,760百万円7.85％の
増加となりました。

　コロナ対策資金による資金繰り支
援に取り組むとともに、消費者ローン
においても職域サポートローンを中
心に増加が図れ、令和3年9月末の貸
出金残高は、令和3年3月末比2,110
百万円1.56％の増加となりました。

令和3年度上期〈ながしん〉の現況について （令和3年4月1日～9月30日）

【貸出金の業種別残高内訳】

■ 個人（住宅・消費・納税資金等）
　 　　　　 　 （21.9%）

■ 地方公共団体（14.2%）

■ 金融業・保険業（24.5%）

29,963百万円

19,515百万円

33,551百万円

■ 製造業（7.1%）

■ 建設業（7.9%）

■ 運輸業・郵便業（3.0％）

■ 卸売業・小売業（4.7%）

■ 不動産業（8.8%）

■ サービス業（7.3%）

■ その他（0.5％）

9,715百万円

10,777百万円

4,160百万円

6,468百万円

12,109百万円

10,112百万円

694百万円

■ 定期預金（66.7％）

■ 定期積金（2.1％）

■ 当座預金（1.0％）

■ 普通預金（29.7％）

■ 貯蓄預金（0.2％）

■ 通知預金（0.0％）

■ 別段・納税準備預金（0.4％）

245,012百万円

7,657百万円

3,606 百万円

109,249百万円

579百万円

0百万円

1,480百万円

■ 個人（75.0％）

■ 金融機関（0.0％）

■ 公金（11.3％）

■ 法人（13.7％）

275,681百万円

66百万円

41,511百万円

50,325百万円

【預金の人格別残高内訳】 【預金の科目別残高内訳】

= ①自己資本の額（ハ） （34,651百万円）
②リスク･アセット等の額の合計額（ニ） （196,735百万円）

自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第1項
において準用する銀行法第14条の2の規定に基づき、信用金庫
および信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本
の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成
18年金融庁告示第21号）」に基づき算出しております。
なお、当金庫は国内基準を採用しております。
また、信用リスク・アセットの額の算出にあたり標準的手法を、
オペレーショナル・リスク相当額の算出については基礎的手法
を採用しております。

（注）

①自己資本の額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

②リスク･アセット等の額の合計額
令和3年9月末項　　　目

（単位：百万円）

コア資本に係る基礎項目 
　　普通出資または非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額 
　　コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
　　コア資本に係る基礎項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （イ）
コア資本に係る調整項目  
　　無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く）の額の合計額
　　前払年金費用の額
　　コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　　　　　　　　　　 （ロ）
自己資本
　　自己資本の額 （（イ）－（ロ））　　　　　　　　　　　　　　　　   （ハ）

リスク・アセット等    
　　信用リスク・アセットの額の合計額
　　オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８％で除して得た額
　　リスク・アセット等の額の合計額　　　　　　　　　　　　　　　 （ニ）

17.61％
令和3年9月末 自己資本比率

　毎期安定した利益計上により令和3年９月末の
自己資本の額は34,651百万円となりました。

自己資本比率
（国内基準4％）

自己資本の額

【自己資本の額および自己資本比率の推移】
項　目 令和2年9月末 令和3年9月末

17.31

32,252

令和3年3月末

17.44

33,256

17.61

34,651

（単位：％、百万円）

34,651百万円
令和3年9月末 自己資本の額

187,876
8,858

196,735

33,957
863

34,820

57
112
169

34,651

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

非上場株式
組合出資金

【有価証券の時価情報】
①満期保有目的の債券 ②その他有価証券

③時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券

貸借対照表
計上額 取得原価種　類 差　額

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株　式
債　券

その他
小　計

国　債
地方債
社　債

合　計

合　計

（単位：百万円）

債　券

その他
小　計

社　債

貸借対照表
計上額 時　価種　類 差　額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

債　券

その他
小　計

社　債

合　計

有価証券残高 213,284百万円 　お客さまからお預かりしたご預金は、有価証券でも運用しています。
有価証券の運用については、安全かつ効率的な運用に努めています。

その他有価証券には、組込デリバティブを区分して測定できない複合金融商品が含ま
れており、一部の銘柄については評価差額を損益に計上しています。

（注）

2,000
2,000
6,510
8,510

－
－

3,500
3,500
12,010

2,236
2,236
6,897
9,133

－
－

3,433
3,433
12,566

236
236
386
622
－
－

△ 66
△ 66
556

35
51,154
21,433
2,559
27,160
73,327
124,517

12
7,989
5,126
372
2,490
68,696
76,698
201,215

29
48,688
19,734
2,536
26,416
68,824
117,542

14
8,018
5,145
373
2,500
72,223
80,257
197,799

5 
2,465 
1,698 
22 
744 
4,503 
6,974 
△ 2
△ 29
△ 19
△0
△ 9

△ 3,527
△ 3,558
3,41557

0
57

※その他の資産にかかる損失引当金（令和3年9月末残高8百万円）は含んでおりません。

【リスク管理債権およびその保全状況】

【貸倒引当金の期末残高および期中の増減額】

破綻先債権
延滞債権
3か月以上延滞債権
貸出条件緩和債権
リスク管理債権（ア+イ+ウ+エ）
上記以外の貸出金
貸出金合計（オ＋カ）

貸倒引当金
保全率
い／あ

未保全額
あ－い担保・保証額

債権額
あ

債権の区分 保全額
い

0
1,898
̶

1,591
3,490

100.00%
87.81%

̶
73.64%
82.53%

24
2,436
̶
605
3,066

0
601
̶
786
1,387

（単位：百万円）

24
4,335
̶

2,196
6,557

ア
イ
ウ
エ
オ
カ

24
4,936
̶

2,982
7,944

129,129
137,073

その他（△） 期末残高目的使用（△）
期首残高 当期増加額

当期減少額
（単位：百万円）（令和3年4月1日～9月30日）

一般貸倒引当金
個別貸倒引当金※
合　計

863
4

867

877
2,581
3,458

863
2,463
3,326

̶
̶
̶

877
122
999

破産更生債権および
これらに準ずる債権
危険債権
要管理債権
不良債権合計（A+B+C）
正常債権
債権合計（D＋E）

貸倒引当金
保全率
b／a

未保全額
a－b担保・保証額

債権額
a

債権の区分 保全額
b

（単位：百万円）

B
C
D
E

A 882

3,479
2,196
6,558

355
  1,543

1,591
3,490

527

1,935
605
3,068

0

601
786
1,387

100.00%

85.26%
73.64%
82.53%

882

4,080
2,982
7,946

129,727
137,673

　貸出金をはじめとする債権は、金融機関の資産の中で最も大きなウェイトを占めるとともに、収益の大きな柱でもあるため、債権の状況(元本や利息が
正常に支払われているかなど)は、金融機関の健全性の中でも重要なものです。当金庫では、皆さまに安心してお取引いただくために、経営体質の強化を
図るべく、厳格な自己査定基準および償却・引当基準を定め、これに基づいた適正な引当処理を行い、資産の健全性確保に万全を期しています。

経営方針

　令和3年9月末の自己資本比率は、国
内基準（4％）の4倍を上回る17.61％と
なり、経営の健全性・安全性を十分に確保
することができました。これからも、事業
計画の推進を通じた利益の積み上げによ
り自己資本の充実に努めてまいります。

自己資本の状況 （令和3年9月30日現在）

不良債権の状況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年9月30日現在）

事業の概況 （令和3年4月1日～9月30日）

有価証券の状況 （令和3年9月30日現在）

1.経営基盤と経営体質の強化をはかり、常に
健全経営に徹し地域金融機関としての信用
を昂める。

1.財産形成の支援と円滑なる融資を通じて、
地域と地域の人々の繁栄に寄与する。

1.職員の資質向上をはかるとともに、職員およ
び家族の繁栄に努める。

不良債権  7,946

保全額  6,558

未保全額に対する自己資本の額  34,651 

未保全額
1,387

自己資本の額　34,651 自己資本の額　34,651 

破産更生
債権等 882
破産更生
債権等 882 危険債権 4,080危険債権 4,080 要管理債権 2,982要管理債権 2,982

担保･保証 3,490担保･保証 3,490 貸倒引当金 3,068貸倒引当金 3,068
未保全額1,387百万円に
対して、自己資本の額が
34,651百万円あり、万が
一への備えは万全です。

不良債権は、担保・保証
等や貸倒引当金により
82.53%が保全されてい
ます。

（単位：百万円）不良債権 7,946

正常債権 129,727

債権合計
137,673 

　信用金庫法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のみを対象として、自己査定により
左記のとおり判定した4つの債権の総称です。リス
ク管理債権の大部分は担保・保証や貸倒引当金によ
り保全されています。

リスク管理債権とは？？

　金融再生法に基づき開示が義務づけられている
もので、貸出金のほか、債務保証見返、仮払金およ
び未収利息等全ての債権を対象として、その債権全
体を自己査定によって、左記の4つの債権に区分し
て開示したものです。

金融再生法開示債権とは？？

【金融再生法開示債権およびその保全状況】

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

令和3年9月期（半期）
令和3年3月期（通期）

令和2年9月期（半期）

【業務純益･コア業務純益･経常利益･当期純利益の推移】

　厳しい環境下ではありましたが、資金運用収益、その他業務収益の増加
および経費削減に努めたことから、経常利益は1,982百万円、当期純利益
は1,435百万円となりました。　おかげさまで、毎期安定した利益を計上しています。

当期純利益 1,435百万円

業務純益 

（単位：百万円）

※貸出金や預金などの信用金庫の本来業務による利益です。
1,835百万円

実質業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額を差し引いたものです。

1,835百万円

コア業務純益 
※業務純益から一般貸倒引当金繰入額と国債等債券損益等の一
時的変動要因を差し引いた、本来業務における基礎的利益です。

1,542百万円

コア業務純益  
※コア業務純益から投資信託解約損益を差し引いたものです。

1,537百万円

経常利益 
※本来業務による収益に、本業以外の普段活動による損益（臨時
損益）を加減した利益です。

1,982百万円

当期純利益 
※経常利益に特別損益を加減し、法人税等の税金を差し引いた
利益です。

1,435百万円

（投資信託解約損益を除く）

0 1,000 1,500 2,000 2,500500
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857
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2,633 
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1,835 
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1,537 

1,982 

1,435 

ながしん



〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　 　です。0円
いつでも
ATM

入出金手数料 0
ATM振込の
本支店間
振込手数料 0

円

円

店舗のご案内

長浜信用金庫の概要

発行/令和3年11月　長浜信用金庫　経営企画部
〒526-8686　滋賀県長浜市元浜町3番3号　TEL（0749）65-7613 
〈ながしん〉のホームページ　https://www.nagashin.co.jp

本店営業部
市立長浜病院出張所
三ツ矢支店
七条支店
南支店
神照支店
宮司支店
やわた中山支店

（0749）63-3321
（0749）65-7755
（0749）62-6070
（0749）62-7221
（0749）63-9555
（0749）63-3833
（0749）64-1200
（0749）65-1211

長浜市元浜町3番3号
長浜市大戌亥町313番地
長浜市三ツ矢元町8番26号
長浜市七条町447番地の１
長浜市平方町892番地の３
長浜市神照町696番地の３
長浜市宮司町913番地１
長浜市八幡中山町146番地

木之本支店
高月支店
びわ支店
浅井支店

米原支店
醒井支店
近江支店

（0749）82-3424
（0749）85-4141
（0749）72-2111
（0749）74-1131

（0749）52-3131
（0749）54-1066
（0749）52-8181

長浜市木之本町木之本1557番地
長浜市高月町高月598番地
長浜市曽根町1284番地1
長浜市内保町732番地1

米原市下多良1丁目100番地
米原市醒井560番地
米原市宇賀野21番地14

〒526-8686
滋賀県長浜市元浜町3番3号
TEL （0749）63-3321
1923年（大正12年）10月11日
田邊　　功

／

／
／

会 員 数
出 資 金
預 金 積 金
貸 出 金
店 舗 数
常勤役職員

所 在 地

創 　 業
理 事 長

11,931人
786百万円
3,675億円
1,370億円
１５店舗
212人

／
／
／
／
／
／

滋賀どこでもATMネット
当金庫は滋賀県内6金融機関相互のＡＴＭ
利用手数料を無料とするサービス「滋賀どこ
でもＡＴＭネット」に参加しています。この「滋
賀どこでもATMネット」では、各金融機関の
お客さまがお手持ちのキャッシュカードで6
金融機関のATMが、平日8：45～18：00の間、
ご利用手数料が無料でご利用いただけます。

滋 賀 銀 行

湖 東 信 用 金 庫

滋賀中央信用金庫

滋賀県民信用組合

長 浜 信 用 金 庫

滋賀県信用組合

（令和3年9月30日現在）

▲〈ながしん〉公式LINEアカウント

しんきんの通帳なら、
全国の提携しんきんATMで
通帳記帳取引が
ご利用いただけます。

提携外のしんきんATMでは通帳記帳取引はご利用いただけません。
なお、Hi-Co通帳の場合、提携先のATMで記帳できない場合があります。
詳しくは窓口にお問い合わせください。

ATMのご案内トピックス

〈ながしん〉について 

しんきんATMゼロネットサービス

●ゼロネットサービスタイム               
　（全国共通ＡＴＭご利用手数料無料時間帯）

平 　 日
土 　 曜

の入出金
の出金

8:45 ～ 18:00
9:00 ～ 14:00

上記以外の時間帯および日曜・祝休日のATM利用には所定の手数料が
必要です。
本サービスをご利用いただけないしんきんＡＴＭが一部ございます。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00の時間帯はメンテナンスのためご利用
　いただけません。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00、毎週日曜日22:00～翌日7:00の時間
　帯はメンテナンスのためご利用いただけません。

全国のローソンに設置されて
いるローソン銀行のATMで、
当金庫のキャッシュカードが
平日8：45～18：00の間、ご利用
手数料が無料でご利用いただ
けます。

全国のセブン-イレブン、イトー
ヨーカドーに設置されている
セブン銀行ATMで、当金庫
のキャッシュカードがご利用
いただけます。

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

平日
土曜日
日曜日
祝日

無料110円

8時 18時 22時 24時8時45分0時

110円
110円
110円

110円

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

110円

22時8時0時

110円
110円

平日
土曜日
日曜日

営業店ATMコーナーご利用時間

店外ATMコーナー（※共同ＡＴＭコーナー）ご利用時間

長浜市

米原市

 長浜市役所
 フタバヤ長浜店
 長浜楽市
 アル･プラザ長浜
 イオン長浜ショッピングセンター
 長浜市役所湖北支所
 きたのキャンス
 長浜市役所余呉支所前
 米原市役所山東庁舎

  8:00 ～ 19:00  
  9:00 ～ 20:00  
  7:00 ～ 23:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
  8:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 20:00  
8:00 ～ 20:00
  8:45 ～ 20:00  

   － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00  

 

    － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00

 

設 置 場 所 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

※共同ＡＴＭコーナーではカードによるお引出し、残高照会のみご利用いただけます。

※

8:00 ～ 21:00
            －   

8:00 ～ 21:00
8:30 ～ 18:00

8:00 ～ 21:00
            －   

店 舗 名 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

市立長浜病院出張所
各店舗

ローソン銀行

セブン銀行

しんきんのキャッシュカード
なら、全国のしんきんATMで
ご利用手数料が無料でご利用
いただけます。

［令和3年4月1日～9月30日］

当金庫は11月1日より手数料の一部見直しを行い、

さらに、法人インターネットバンキングでデータ伝送サービスを
ご利用いただく際の基本手数料も月額1,100円に引下げました。

インターネットバンキングの
振込手数料を引下げました！

手数料一覧は　
こちらから▶

165円
220円

無　料

5万円未満

5万円以上

振込金額 振込手数料

330円
550円

無　料

3万円未満
3万円以上

振込先 振込金額 振込手数料

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

◆その他の振込手数料

110円
220円
605円
770円

385円
605円

220円
330円
110円
220円
605円
770円
605円
770円

220円
330円

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

無 料

無 料

55円

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

依頼書によるご依頼

ＦＤによるご依頼

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

現 金

窓口でのお振込み

ＡＴＭでのお振込み

総合振込

自動振込

キャッシュカード

振込金額 振込手数料振込先

※朱書きの料金ついては引下げを行った振込手数料です



〈ながしん〉のキャッシュカードを、
〈ながしん〉のATMでご利用の場合、

いつでもATM入出金手数料　　　 　です。0円
いつでも
ATM

入出金手数料 0
ATM振込の
本支店間
振込手数料 0

円

円

店舗のご案内

長浜信用金庫の概要

発行/令和3年11月　長浜信用金庫　経営企画部
〒526-8686　滋賀県長浜市元浜町3番3号　TEL（0749）65-7613 
〈ながしん〉のホームページ　https://www.nagashin.co.jp

本店営業部
市立長浜病院出張所
三ツ矢支店
七条支店
南支店
神照支店
宮司支店
やわた中山支店

（0749）63-3321
（0749）65-7755
（0749）62-6070
（0749）62-7221
（0749）63-9555
（0749）63-3833
（0749）64-1200
（0749）65-1211

長浜市元浜町3番3号
長浜市大戌亥町313番地
長浜市三ツ矢元町8番26号
長浜市七条町447番地の１
長浜市平方町892番地の３
長浜市神照町696番地の３
長浜市宮司町913番地１
長浜市八幡中山町146番地

木之本支店
高月支店
びわ支店
浅井支店

米原支店
醒井支店
近江支店

（0749）82-3424
（0749）85-4141
（0749）72-2111
（0749）74-1131

（0749）52-3131
（0749）54-1066
（0749）52-8181

長浜市木之本町木之本1557番地
長浜市高月町高月598番地
長浜市曽根町1284番地1
長浜市内保町732番地1

米原市下多良1丁目100番地
米原市醒井560番地
米原市宇賀野21番地14

〒526-8686
滋賀県長浜市元浜町3番3号
TEL （0749）63-3321
1923年（大正12年）10月11日
田邊　　功

／

／
／

会 員 数
出 資 金
預 金 積 金
貸 出 金
店 舗 数
常勤役職員

所 在 地

創 　 業
理 事 長

11,931人
786百万円
3,675億円
1,370億円
１５店舗
212人

／
／
／
／
／
／

滋賀どこでもATMネット
当金庫は滋賀県内6金融機関相互のＡＴＭ
利用手数料を無料とするサービス「滋賀どこ
でもＡＴＭネット」に参加しています。この「滋
賀どこでもATMネット」では、各金融機関の
お客さまがお手持ちのキャッシュカードで6
金融機関のATMが、平日8：45～18：00の間、
ご利用手数料が無料でご利用いただけます。

滋 賀 銀 行

湖 東 信 用 金 庫

滋賀中央信用金庫

滋賀県民信用組合

長 浜 信 用 金 庫

滋賀県信用組合

（令和3年9月30日現在）

▲〈ながしん〉公式LINEアカウント

しんきんの通帳なら、
全国の提携しんきんATMで
通帳記帳取引が
ご利用いただけます。

提携外のしんきんATMでは通帳記帳取引はご利用いただけません。
なお、Hi-Co通帳の場合、提携先のATMで記帳できない場合があります。
詳しくは窓口にお問い合わせください。

ATMのご案内トピックス

〈ながしん〉について 

しんきんATMゼロネットサービス

●ゼロネットサービスタイム               
　（全国共通ＡＴＭご利用手数料無料時間帯）

平 　 日
土 　 曜

の入出金
の出金

8:45 ～ 18:00
9:00 ～ 14:00

上記以外の時間帯および日曜・祝休日のATM利用には所定の手数料が
必要です。
本サービスをご利用いただけないしんきんＡＴＭが一部ございます。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00の時間帯はメンテナンスのためご利用
　いただけません。

※毎週土曜日22:00～翌日8:00、毎週日曜日22:00～翌日7:00の時間
　帯はメンテナンスのためご利用いただけません。

全国のローソンに設置されて
いるローソン銀行のATMで、
当金庫のキャッシュカードが
平日8：45～18：00の間、ご利用
手数料が無料でご利用いただ
けます。

全国のセブン-イレブン、イトー
ヨーカドーに設置されている
セブン銀行ATMで、当金庫
のキャッシュカードがご利用
いただけます。

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

平日
土曜日
日曜日
祝日

無料110円

8時 18時 22時 24時8時45分0時

110円
110円
110円

110円

■時間帯別ATMご利用手数料（税込）

お引出し
お預入れ

110円

22時8時0時

110円
110円

平日
土曜日
日曜日

営業店ATMコーナーご利用時間

店外ATMコーナー（※共同ＡＴＭコーナー）ご利用時間

長浜市

米原市

 長浜市役所
 フタバヤ長浜店
 長浜楽市
 アル･プラザ長浜
 イオン長浜ショッピングセンター
 長浜市役所湖北支所
 きたのキャンス
 長浜市役所余呉支所前
 米原市役所山東庁舎

  8:00 ～ 19:00  
  9:00 ～ 20:00  
  7:00 ～ 23:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
  8:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 20:00  
8:00 ～ 20:00
  8:45 ～ 20:00  

   － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00  
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00  

 

    － 　　　
9:00 ～ 20:00  
  8:00 ～ 22:00  
10:00 ～ 21:00  
9:00 ～ 22:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00
9:00 ～ 17:00

 

設 置 場 所 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

※共同ＡＴＭコーナーではカードによるお引出し、残高照会のみご利用いただけます。

※

8:00 ～ 21:00
            －   

8:00 ～ 21:00
8:30 ～ 18:00

8:00 ～ 21:00
            －   

店 舗 名 平 　 日 土 　 曜 日 曜・祝 日

市立長浜病院出張所
各店舗

ローソン銀行

セブン銀行

しんきんのキャッシュカード
なら、全国のしんきんATMで
ご利用手数料が無料でご利用
いただけます。

［令和3年4月1日～9月30日］

当金庫は11月1日より手数料の一部見直しを行い、

さらに、法人インターネットバンキングでデータ伝送サービスを
ご利用いただく際の基本手数料も月額1,100円に引下げました。

インターネットバンキングの
振込手数料を引下げました！

手数料一覧は　
こちらから▶

165円
220円

無　料

5万円未満

5万円以上

振込金額 振込手数料

330円
550円

無　料

3万円未満
3万円以上

振込先 振込金額 振込手数料

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

◆その他の振込手数料

110円
220円
605円
770円

385円
605円

220円
330円
110円
220円
605円
770円
605円
770円

220円
330円

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上
5万円未満
5万円以上

5万円未満
5万円以上

無 料

無 料

55円

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

依頼書によるご依頼

ＦＤによるご依頼

当金庫同一店内
本支店宛

当金庫同一店内
本支店宛

他金融機関宛

他金融機関宛

現 金

窓口でのお振込み

ＡＴＭでのお振込み

総合振込

自動振込

キャッシュカード

振込金額 振込手数料振込先

※朱書きの料金ついては引下げを行った振込手数料です




